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農
林
補
助
金
の
展
開
過
程

島

恭

彦

lま

し

古玉

き

外
に
、 農

林
補
助
金
は
今
日
い
わ
ゆ
る
財
政
投
資
の
端
緒
的
な
形
態
で
あ
っ
た
。
戦
後
日
本
白
財
政
投
資
白
特
徴
と
し
て
生
産
的
な
投
資
以

「
社
会
政
策
的
」
友
恵
味
を
か
ね
そ
な
え
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
が
整
浬
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
モ
う
し
た
性

格
は
昭
和
初
期
以
来
D
農
林
補
助
金
が
も
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
己
で
は
、
己
の
時
期
か
ら
白
農
林
補
助
金
白
発
展
過
程
を
分
析

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
財
政
投
資
の
一
側
面
を
明
か
に
し
て
み
た
い
。

農
村
金
融
体
系
の
崩
壊
と
農
村
補
助
金

農
村
が
国
家
財
政
、
国
家
資
本
に
つ
か
ま
れ
て
ゆ
く
過
程
は
、
政
治
的
に
い
え
ば
、
地
主
制
四
危
機
の
進
行
過
程
で
あ
っ
た
が
、
経

済
的
に
み
れ
ぽ
、
第
一
大
戦
後
白
恐
慌
、
昭
和
二
年
白
金
融
恐
慌
、
そ
れ
に
つ
づ
く
農
村
恐
慌
の
中
で
、
農
村
金
融
白
ベ
ル
ト
が
一
つ

一
つ
国
家
独
占
的
に
再
編
成
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
で
あ
っ
た
。
地
主
制
の
支
配
の
下
に
お
〈
れ
た
小
生
産
者
の
存
在
す
る
日
本
農
村
白
金

融
体
系
に
沿
い
て
は
、
も
と
も
と
国
家
資
本
白
ウ

t

イ
ト
が
高
か
ヮ
た
。
た
と
え
ば
勧
業
銀
行
、
府
県
農
工
銀
行
等
の
不
動
産
金
融
白

農
林
補
助
金
の
展
開
過
程

第
八
十
王
巻

九

第
三
号



農
林
補
助
金
の
展
開
過
桂

第
八
十
五
巻

目。
第

号

系
統
と
な
ら
ん
で
大
蔵
省
予
金
部
が
存
在
す
る
。
己
れ
ら
国
家
金
融
機
関
は
耕
地
整
理
、
開
墾
、
土
地
改
良
等
の
地
主
的
事
業
ー
の
推
進

に
、
ま
た
地
方
債
の
引
受
け
に
、
役
立
ヮ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
国
家
金
融
機
関
か

b
の
低
利
資
金
の
供
給
と
不
可
分
の
関
係
を
も
っ
て
、

「
耕
地
整
理
及
土
地
改
良
奨
励
費
補
助
金
」
が
明
治
四
二
年
か

b
交
付
さ
れ
て
い
た
。
(
明
治
四
二
年
度
、
五
O
三
千
円
、
大
正
元
年
度
ー
五

O
七
千
円
、
大
止
一

0
年
度
、
四
回
二
千
円
)
大
正
一
二
年
度
か
ら
こ
れ
と
並
ん
で
「
用
排
水
幹
線
改
良
事
業
費
補
助
金
」
が
交
付
さ
れ
た
。

こ
れ
は
大
正
期
(
特
に
米
騒
動
以
後
〕
に
お
け
る
食
糧
増
産
政
策
の
一
環
と
し

τ、
開
墾
事
業
補
助
金
(
大
正
八
年
)
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
後
の
開
墾
事
業
補
助
金
を
の
ぞ
け
ば
、
明
治
末
か

b
大
正
期
の
梢
助
金
は
直
接
農
村
で
な
く
、
道
府
県
に
交
付
さ
れ
る
も

(
昭
和
二
年
、
国
費
と
地
方
曲
目
と
り
関
係
、
主
計
局
)

の
で
あ
ヮ
た
こ
と
を
注
意
し
℃
お
く
必
要
が
あ
る

明
治
末
年
か

b
発
足
す
る
帝
国
農
会
、
系
統
農
会
産
業
組
合
も
各
段
階
の
地
方
行
政
と
結
合
し
亡
、
農
村
金
融
と
補
助
金
の
パ
イ
プ

と
し
て
白
役
割
を
は
た
し
て
P
た
。
系
統
農
会
は
地
主
の
推
進
す
る
米
の
商
品
化
、
産
米
改
良
運
動
の
中
心
と
な
る
が
、
大
正
期
に
は

産
業
組
合
が
中
農
層
を
も
ま
さ
己
ん
で
、
農
業
倉
庫
を
経
営
し
、
農
民
陀
対
す
る
信
用
預
金
業
務
主
拡
大
す
る
。

(
井
上
晴
丸
、
日
本
資

本
主
義
の
発
展
と
農
薬
及
農
政
、

一
六
人
頁
以
下
〉
己
れ
に
対
応
し
て
大
正
六
年
よ
り
「
農
業
倉
庫
建
設
奨
励
補
助
金
」
が
農
村
金
融
、
米

価
安
定
、
小
農
保
護
の
目
的
を
か
ね
て
、
道
府
県
に
、
道
府
県
を
通
じ
て
農
会
、
市
町
村
、
地
主
会
等
に
交
付
さ
れ
た
の
当
時
農
業
倉

庫
由
経
営
主
体
と
し
て
は
産
業
組
合
が
圧
倒
的
に
多
か
ッ
た
。

(
前
掲
、
国
費
と
地
万
授
と
の
関
係
〉

国
家
金
融
、
ま
た
半
官
半
民
の
農
村
金
融
機
関
に
対
し
て
、
民
間
の
地
方
銀
行
、
質
屋
無
尽
、
諦
等
の
庶
民
金
融
機
関
も
無
視
で
き

な
い
。
地
方
銀
行
は
も
と
も
と
地
主
の
転
身
の
一
形
態
と
し
て
地
方
に
篠
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
地
主
、
商
人
、
高
利
貸
臼
三
位
一

体
的
に
、
地
方
的
危
資
金
需
要
を
ま
か
な
っ
て
い
た
o

も
っ
と
も
地
主
的
な
支
配
下
に
あ
る
農
業
又
は
地
方
v山
産
業
の
未
熟
臼
た
め
に
、

多
く
は
商
業
金
融
的
、
高
利
貸
的
性
質
を
も
っ
か
、
ま
た
は
耕
宅
地
建
物
等
不
動
産
担
保
の
貸
付
申
地
方
的
名
望
家
屑
へ
の
信
用
貸
が



多
く
、
地
方
団
体
ま
た
は
そ
の
外
部
団
体
と
白
財
政
資
金
上
白
結
び
つ
き
も
み
ら
れ
た
む
大
正
期
の
特
徴
は
、
か
か
る
地
方
銀
行
の
資

金
運
用
に
治
い
て
、
不
動
産
貸
付
の
ウ
ェ
イ
ー
が
減
じ
、
系
統
産
業
組
合
と
白
資
金
的
な
結
び
づ
き
が
濃
く
な
り
、
さ
ら
に
独
占
産
業

の
有
価
詐
券
〈
の
投
資

ω
比
重
が
高
ま
る
点
に
み
b
れ
る
。
(
扶
谷
隆
一
、
且
主
的
地
方
銀
一
引
の
性
柿
と
機
能
、
農
諜
総
合
研
究
第
九
巻
、
第
4
号
)

以
上
が
明
治
末
期
か

b
大
正
期
へ
か
け
て
の
農
村
金
融
体
系
の
お
お
ま
か
な
概
観
で
あ
る
が
、
と
の
中
で
も
と
も
と
比
重
心
一
一
両
か
っ

た
国
家
金
融
(
補
助
金
を
含
む
)
の
機
能
が
一
そ
う
高
〈
左
り
、
さ
ら
に
質
的
に
新
し
い
国
家
独
占
資
木
主
義
の
休
系
へ
と
農
村
金
融

が
再
編
成
さ
れ
て
行
く
過
程
は
、
す
で
に
白
べ
た
よ
う
に
第
一
次
大
戦
後
の
恐
慌
、
昭
和
期
白
金
融
恐
慌
、
農
村
恐
慌
の
進
行
過
程
そ

白
も
の
で
あ
る
。
と
と
に
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
は
、
弱
少
地
方
銀
行
白
破
産
を
呼
び
、
合
同
に
よ
る
地
方
銀
行
の
減
少
数
、
昭
和
二

年
一
二

O
、
三
年
一
九
七
、
四
年
九
七
行
と
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
政
府
も
新
銀
行
法
に
よ
る
銀
行

合
同
政
策
を
強
力
に
お
し
進
め
た
。
さ
ら
に
昭
和
主
年
以
降
の
農
村
恐
慌
で
は
、
関
東
地
方
の
「
昭
和
五
年
中
の
休
業
銀
行
数
一
七
、

四
年
よ

U
五
年
末
に
か
け
て
合
併
に
よ
り
消
滅
せ
る
銀
行
数
七
一
」

睡
眠
(
閥
庖
休
業
状
態
に
あ
る
〉
銀
行
数
一
七
、

(
木
村
恒
夫
、
銀
行

其
の
他
金
融
業
の
発
達
、
日
本
資
本
主
義
講
座
〉
と
語
ら
れ
、
こ
の
た
め
農
村
の
う
け
た
打
撃
は
甚
大
で
あ
る
こ
と
、

行
の
休
業
は
、
そ
の
預
金
中
に
産
業
組
合
預
金
、
市
町
村
の
公
預
金
も
あ
り
、
二
市
一
一
一
一
一
ケ
町
村
に
影
響
を
与
え
た
己
と
が
報
告
さ

た
と
え
ば
一
地
方
銀

と
た
り

落
札 (
者木
は担
返そ
済ぺ
不前
官E 掲

に害

君農
入村

り 2
農貧
村農
にの

-I5'開

2均
利用
用さ
範れ

居=
次る
第無
に尽
縮す;r: b 
通、
れ農
る民
傾に
向主
にる
あ 掛
つ金
た払
。込

は
ま
す
ま
す
困
難

れ
て
い
る
。

こ
り
よ
う
な
農
村
信
用
体
系
の
破
綻
に
よ
っ
て
、
農
村
の
資
金
は
都
市
の
大
銀
行
、
大
蔵
費
予
金
郎
、
信
用
組
合
へ
と
集
中
し
た
。

そ
し

τ
一
方
で
大
銀
行
の
独
占
的
地
位
を
高
め
、
国
家
金
融
白
比
重
を
重
か

b
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
、
勺
中
で
か
ろ
う
じ
て
破
産

と
合
併
を
ま
向
が
れ
た
地
方
銀
行
は
、
縮
少
す
る
農
村
の
投
資
基
盤
主
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
資
金
運
用
の
方
向
主
、
特
殊
銀
行
債
、

農
林
補
助
金
の
展
開
過
程

第
八
十
五
特

y~ 

第
一
一
号



最
林
補
助
金
目
展
開
過
程

第
八
十
五
醤

国

第
三
号

四

電
力
債
、
植
民
地
債
、
そ
の
他
独
占
産
業
の
社
債
投
資
に
転
換
し
、
さ
ら
に
そ
れ
以
後
は
、
国
債
干
政
府
保
証
債
投
資
へ
と
向
わ
ね
ば

(
渋
谷
、
前
掲
吾
)
農
村
金
融
の
体
系
が
恐
慌
の
中
で
地
主
、
農
民
の
手
を
は
な
れ
目
国
家
独
占
的
に
再
編
成
さ
れ
る

過
程
で
、
国
家
の
金
融
市
場
統
制
は
進
行
し
、
集
中
さ
れ
た
巨
大
な
資
金
の
プ
ー
ル
か
ら
、
重
工
業
、
軍
需
工
業
、
国
債
投
資
な
ど
、

こ
れ
以
後
の
戦
時
体
制
の
基
盤
が
ま
か
た
わ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
戦
時
体
制
へ
の
突
入
の
過
程
で
、
園
内
支
配
の
基
本
単

位
で
あ
る
農
村
、
米
干
労
働
力
の
給
源
と
し

τの
長
村
の
体
制
一
か
、
恐
慌
や
階
級
闘
争
に
よ
っ
て
動
揺
を
つ
づ
け
℃
い
る
こ
と
は
国
家

た
ら
な
か
っ
た
。

独
占
の
立
場
か
b
み
て
ど
う
で
も
よ
い
と
と
で
は
な
い
。
恐
慌
の
過
程
で
一
た
ん
農
村
か
ら
吸
い
上
げ
ら
れ
た
資
金
の
か
た
り
の
部
分

が
、
新
に
再
編
成
さ
れ
国
家
独
占
の
金
融
ル
l
ト
を
辿
っ
て
農
村
へ
還
流
し
て
来
る
の
も
こ
の
理
由
か

b
で
あ
る
。
こ
の
ル
l
ト
に
は

一
つ
は
産
業
組
合
中
央
金
庫
に
集
結
す
る
系
統
組
合
ま
た
は
信
連
が
、
恐
慌
過
程
で
破
産
し
た
末
端
組
合
の
再
組
織

い
く
つ
か
あ
る
。

に
の
り
出
し
た
。
政
府
も
ま
托
銀
行
合
同
政
策
と
併
行
し
て
、
地
中
一
的
信
用
体
系
に
か
わ
る
産
業
系
統
信
用
体
系
の
強
化
を
沿
し
す
す

め
た
の
で
あ
る
。
次
は
地
方
債
と
大
蔵
省
予
金
部
と
の
関
係
。
農
村
救
済
の
た
め
の
土
木
事
業
等
陀
地
方
起
債
の
形
が
用
い
ら
れ
た
が
、

農
村
恐
慌
の
時
期
か
ら
お
よ
そ
昭
和
一
五
年
に
至
る
ま
で
、
町
村
債
の
比
重
は
た
か
ま
り
、
逆
に
市
債
の
ウ
ェ
イ
ト
は
相
対
的
に
低
下

ず
る
傾
向
に
あ
る
。

(
「
地
方
財
政
概
要
」
に
拠
る
)
町
村
債
の
引
受
け
に
つ
い
て
大
蔵
省
予
金
部
資
金
、
簡
易
保
険
資
金
が
重
要
な
意
味

を
も
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
円
。
最
後
に
本
節
の
主
題
と
し
よ
う
と
す
る
補
助
金
は
国
家
と
農
村
行
財
政
と
者
っ
た
ぐ
最
も
強
力

な
資
金
の
パ
イ
プ
と
し
て
こ
の
段
階
で
全
面
的
に
展
開
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

農
林
補
助
金
と
農
村
官
僚
機
借

モ
己
で
こ
の
段
階
の
農
村
へ
白
補
朗
金
の
特
徴
主
考
察
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
ま
で
農
村
へ
の
補
助
金
と
し

τ主
要
在
地
位
を
し
め
て



h

円
た
白
は
、
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
農
業
生
産
及
び
流
通
に
直
接
関
係
の
あ
る
主
た
補
助
金
と
W
え
は
、

さ
き
に
ふ
れ
た
耕
地
整
浬
、
土
地
改
良
関
係
の
も
の
と
、
最
業
倉
庫
に
関
寸
る
補
助
金
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
性
格
を
も
っ
た
い
わ
ゆ

る
農
林
補
助
金
が
展
開
す
る
最
初
の
さ
っ
か
け
は
、
大
正
一
四
年
に
お
け
る
農
林
省
の
農
商
務
省
か
ら
の
独
立
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
云

え
よ
う
が
、
昭
和
五
年
白
農
村
恐
慌
合
転
期
と
し
て
こ
の
種
の
補
防
金
が
多
様
化
し
て
く
あ
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
補
助
金
を
通
じ
て

農
村
?
っ
か
む
国
家
権
力
位
農
林
省
だ
け
で
は
在
く
、
内
務
省
、
文
部
省
白
方
が
む
し
ろ
叱
重
が
高
加
。
農
村
恐
慌
の
時
点
を
と
れ
ば
、

補
防
金
の
比
重
に
沿
い
て
文
部
省
第
一
位
、
内
務
省
第
二
位
、
最
林
省
第
一
一
一
位
で
あ
る
。
し
か
し
農
村
関
係
の
各
省
の
補
助
金
の
中
か

ら
、
一
般
に
農
村
行
財
政
を
維
持
す
る
た
め
の
特
殊
左
補
助
金
、
即
ち
義
務
教
育
国
庫
負
担
金
、
国
税
徴
収
交
付
金
、
或
は
府
県
の
み
に
く

る
警
察
費
連
時
支
弁
金
等
を
さ
し
ひ
け
ば
、
内
務
省
第
一
位
、
決
林
省
第
二
作
、
支
部
省
第
=
一
位
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
友
関
係
が
昭
和
一

四
年
ま
で
つ
づ
き
、
昭
和
一
五
年
か
ら
農
林
省
第
一
位
、
内
務
省
第
二
校
、
支
部
省
第
一
一
一
位
と
い
う
新
た
関
係
が
出
て
く
る
。
昭
和
一
五

年
と
い
う
年
は
戦
時
間
家
独
占
資
本
主
義
的
な
財
政
改
革
臼
完
成
す
る
年
で
あ
り
、
農
村
へ
は
供
出
補
助
令
が
増
大
す
る
年
で
あ
っ
た
。

さ
で
も
う
一
度
農
村
恐
慌
白
段
階
へ
議
論
を
戻
し
て
、
道
府
県
と
町
村
の
段
階
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
国
庫
補
肪
金
を
み
て
み
る
と
、

昭
和
の
初
期
と
比
較
し
℃
、
何
れ
の
段
階
に
お
い
て
も
、
補
助
金
は
増
大
し
、
且
つ
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
農
村

の
側
か
ら
み
れ
ば
、
農
村
が
補
助
金
を
通
じ
て
直
接
国
家
権
力
陀
つ
か
ま
れ
る
度
合
が
多
く
在
っ
た
と
云
え
よ
う
。
以
上
に
の
べ
た
こ

と
を
、
昭
和
二
年
と
開
和
一

O
年
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
各
省
刑
に
、
道
府
県
、
町
村
段
階
別
に
考
察
し
て
み
れ
ば
第
一
表
の
よ
う
に

た
る
。
己
の
場
合
比
較
の
使
宣
上
、
道
府
県
、
町
村
の
何
れ
か
、
ま
た
は
両
者
を
合
計
し
て
、

一
O
O万
円
以
上
の
補
助
金
の
み
を
み

て
み
よ
う
。
第
一
表
で
農
村
匡
救
事
業
白
色
彩
を
も
っ
た
補
則
金
が
、
昭
和
一

O
年
で
は
、
府
県
、
町
村
段
階
と
も
増
大
、
か
っ
多
様

化
し
て
い
る
己
と
が
わ
か
る
が
、
補
助
金
件
数
を
一

0
0万
円
で
切
っ
た
た
め
に
、
持
に
農
林
補
助
金
の
特
色
が
出
て
い
な
い
。
試
み

長
林
補
助
金
の
展
開
過
程

第
八
十
五
巻

四

第

号

主;



農
林
補
助
金
の
展
開
過
程

四
回

第

号

第
八
十
T
1

巻

農
林
省
七
一
件
、

一
件
当
り
平
均
金
額
は
逆
に
文
部
省
五
、
五

O
一
千
円
、
内
務
省
一
、
六
四
三
千
円
、

に
昭
和
一

O
年
に
つ
い
て
事
項
別
〈
こ
れ
が
更
に
細
分
化
さ
れ
る
〉
に
各
省
補
助
金
件
数
を
あ
げ

τみ
る
と
、

四
六
件
、
文
部
省
一
九
件
で
あ
り
、

。
千
円
と
農
林
補
助
金
が
最
も
零
細
で
あ
る
。

明和 10年国庫補助金各省別道府県市町村別比較

昭 和 2 年

事 項 日j |道府県 |耳町村 | 計対"'，レ分 スノレ分

内務省

17， 339，25~ 同
17，339，25同2 警察費連帯支弁企

伝染病予防賀補助 1，563，152 1，563，152 

地方資補給 1，032，956 75，000 1，107，日5ti

道路改良費補助 2，219，400 1，110，000 3，329，400 

港湾悼築費補帥 1，225，000 1，225，000 

水道費補凶 1，620，000 1，620，000 

土木費借入金利子補桔 2，376目388 2，376，388 

大蔵省

国税徹収費市町村交付金 7，033，228 7，033，228 

地租名寄帳整理補国J 1，139，120 1，139，120 

文部省

小学校教員俸給分担金 75，000，000 75，000，000 

師範教育費補助 4，500，0':)0 4，500，000 

小学校教育費補助 2，000，日00 2，000，000 

青年訓練費柿幼 1，000，000 1，000，00口

農用林助排省水幹線改良事業費補
S，155，OOO 1，855，000 

合 計 |ぉ250吋回8，2281121…l
内
務
省

農
林
省
二
三

方財政改善ニ関スル内閣審議会中間報告

するか明かでないも白。



昭和2竿及び

昭和 10 年

事項目l|紋弘|思f分計

内務省 山戸

警察費連帯主弁企 22，675，8251 1 22，675，825 

伝染病干防補助 964，5801 476，5181 1，441，098 

地方型補給 1，692，5011 1 1，692，501 

救護費補助 43，5491 2，751，口821 2，794，631 

水道賀補助 1，0001 1，545，0001 1，546，000 

港湾悟築費補胡 1，301，5831 2，326，0701 3，627，653 

土木費借入金利子補抽 1，131，7871 1 2，131.687 

(1，0ω，000) 
災'1o1l害エ復世旧其他諸費借入金 (1，013，404) 1 1，013，404 

円砂 J防""'費Fロ 補助 1，350，C∞ 1 1，350，000 

農村其他応急土木事業補助 5，120，0001 6，720，0001 11，840，000 

中小河川改良助成 4，366，6441 1 9，366，644 

地方港滑改良助成 1，299，4001 197，0001 1，496，400 

失業応急施設補助 548，C口01 2，868，7761 3，416，776 

北海道京都府他十三県 7，798，9441 1，991，4881 9，790，432 

提害土木費補助

大蔵省

市町村交付金 一 日，098，3281 6，098，328 

文部省

小学校教育費補助 1，960，∞01 1 1，950，000 

私師曲実範教育費補助 2，300，0001 1 2，300，000 
立学校職員年功加俸補 1 85，0∞，0001 85，000，000 

業補習教育補助 一 1，200，0001 1，200，000 

尋常小学校費臨時補助 1 9，000，0001 9，000，000 

農林用排省水幹線改良事業費補 4，087，0001 1 4，087，606 

助治水事業喪補助 1，035，9931 609，4871 1，646，480 

災害其他施設助成 2，312，0101 1，594，0981 3，906，108 
荒屈林地復旧事業費助成 1，513，7011 79，li681 1，593，3日9

林金道其他林業施設助成金 87，4051 951，3651 1，033，770 

(2，0即叫〕

| 日札町叩，占刃5町町75.5281123.408.88011即町12

第 一表

つ
ぎ
に
己
の
段
階
の
農
林
補
助
金
、
と
く
に
農
村
補
助
金
の
特
色
と
い
え
る
も
の
は
、
系
統
農
会
、
産
業
組
合
、
そ
の
他
白
農
業
団
体

の
系
統
を
通
じ
て
流
れ
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
が
農
林
省
ー

l
道
府
県

|
1町
村
の
行
政
系
統
を
流
れ
る
補
助
金
と
複
雑
に
交
錯
し
て

農
林
補
尉
金
の
展
開
過
程

四
五

じ

第

号

第
八
十
す
巻

L昭和 2年，国費と地方費との関係，昭和 11年，地

備考 ( )内数字は道府県，市町村何れに帰



農
林
補
助
金
の
展
開
過
程

農林省所管補助金奨励金事業主体別調〔昭和 16年〉

1i1ll}J 1ll14>1* Iilti!H'Ii1it i'li1!! ~lli i'i1i1l ~I蚕糸業101 1*4\"l' 1水産会地方団体|系統農会産業組合|畜産組日|組 合|山林会等漁業組合

引 "1 40¥i"1 刊 JI 千円| 千円l 千円l 千円

1，234 

第二表

中央

道府県 42，803 

丁:::iUi
郡

市町村

部落

司王6871-2，942
(中央物価統制協力会議，農林関係補助金の性栴)

系統世会以外は調査時期に於て事業主体D 判明し危いために省略。

2
 

邸旬

。
4
 

音ト

第
入
十
五
巻

ノに

四
ノ、

第
=
号

い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
情
は
時
期
と
し
て
は
少
し
後
に
な
る
が
、
第
二
表
か
ら
判
断

さ
れ
る
で
あ
ろ
う

農
林
補
助
金
は
農
業
生
産

流
通
に
関
す
る
も
白

~， 

多
ν泊

D 

で

農

業
団
体
系
統
を
流
れ
る
と
い
え
ば
モ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
逆
に
み
れ
ば
農
業
団
体

が
補
助
金
に
依
存
し
つ
つ
、
中
農
的
、
あ
る
い
は
地
主
的
利
害
か
ら
さ
え
も
切
離
さ
れ
、

地
方
行
政
団
体
の
外
廓
団
体
化
し
て
行
く
傾
向
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
で
に
系
統
農
会

の
財
政
に
治
い
て
、
会
費
収
入
よ

P
も
、
補
助
金
収
入
の
方
が
多
い
と
い
う
よ
う
た
事
実

の
あ
っ
た
こ
と
は
、

己
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

(
大
内
力
、
日
本
農
業
の
財
政
学
、
二
三
四

l

で ー
ち 四

E 言

ぞ補
L 助
ワ λ

て>"ご

農 J五
E手
自室
を F

E喜
与語
。」

苧は
i2農
削 民
オ主 的

団五
倭矛IJ
v 害
あ九

円も

宜 Z
臨る

i長ば
の か

外り

廓
と
一
五
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
昭
和
の
初
期
か
ら
、
地
方
税
と
た
ら
ん
で
農
民
負

担
を
増
大
き
せ
る
よ
う
な
「
法
令
一
一
依
拠
ス
ル
」
ま
た
は
」

l

法
令
-
一
依
拠
セ
ザ
ル
」

「産

業
団
体
L

が
農
村
に
ふ
え
て
空
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
(
内
閣
調
査
局
、
内
閣
審
議
会

中
間
報
告
、
昭
和
寸
一
年
三
月
〉

こ
う
し
て
農
林
省
か
ら
出
た
補
助
金
の
主
な
流
れ
は
、
道
府
県
1
1
1村
|
|
部
落
1

1

農
家
の
系
統
と
、
帝
国
農
会
1

道
府
県
農
会

l
l郡
農
会

l
l村
農
会
|
|
部
落
1
1
i

備考

農
家
の
系
統
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
各
段
階
で
交
錯
し
、
き
わ
め
て
複
雑
た
流
れ
を
構
成

す
る
。
こ
の
中
白
一
つ
の
流
れ
を
追
求
し
て
み
て
も
次
の
よ
う
な
己
と
に
な
る
の
で
あ
る
。



村
長
会
が
郡
農
会
K
補
助
金
交
付
を
申
請
し
、
郡
農
会
が
更
に
県
農
会
へ
交
付
申
請
を
す
る
心
そ
の
後
県
農
会
よ
り
都
農
会
へ
指
令
通

津
が
き
て
、
部
農
会
が
己
れ
を
村
長
会
k
b
ろ
す
。
モ
白
後
で
や
っ
と
補
助
金
が
県
農
会

l
l郡
長
会

l
l村
農
会
と
流
れ
て
く
る
と

hv
う
順
序
で
あ
る
。
従
っ
て
下
級
団
体
ほ
ど
申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
期
聞
が
長
く
な
る
。

h
T
L

後
白
資
料
で
あ
る
が
、
昭
和
一
五
年
度

の
補
助
金
に
つ
い
て
み
る
と
、
郡
農
会
で
は
乙
の
期
聞
が
平
均
九
・
二
ヶ
月
、
村
員
会
で
は
実
に
二
=
・
八
ヶ
月
と
な
っ
て
W
る
。
部

落
か
ら
農
家
ま
で
の
経
路
を
考
え
る
と
更
に
な
が
く
た
る
で
あ
ろ
う
。
昭
和
一
五
年
度
の
農
林
補
助
金
二
億
一
千
万
円
を
一
ヶ
年
停
滞

さ
せ
る
と
そ
の
利
子
実
に
六
三

O
万
円
に
な
っ
た
と
一
五
わ
れ
て
い
る
。
逆
に
こ
の
時
期
の
補
助
金
は
某
県
某
郡
農
会
の
段
階
に
ま
で
き

て
み
る
と
、
最
も
大
き
た
も
の
で
米
穀
増
産
補
肪
金
一
八
、

O
八
九
円
、
そ
れ
が
さ
ら
に
某
村
農
会
に
ま
で
き
て
み
る
と
七
六
五
円
と

一
部
落
二

O
戸
と
し
て
み
る
と
、

銭
白
米
穀
増
産
補
助
金
主
一
年
以
上
も
へ

τ手
に
し
た
己
と
に
な
る
。
補
助
金
が
中
間
搾
取
者
を
う
る
お
す
己
と
い
か
に
大
き
く
、
生

な
る
。
(
前
掲
、
農
林
関
係
補
同
金
の
性
的
付
)
か
り
に
一
村
一

O
部
落
、

一
農
家
は
平
均
し
て
三
円
八

O

産
者
を
う
る
治
す
己
と
い
か
に
少
い
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

農
林
補
助
金
と
農
村
団
体

こ
の
段
階
白
農
林
補
助
金
の
他
の
特
色
は
、
そ
れ
が
農
村
体
制
、
殊
に
部
落
団
体
の
再
編
強
化
に
つ
か
わ
れ
た
己
と
で
あ
る
。
す
で

に
大
正
期
に
、
小
作
争
議
や
戸
数
割
闘
争
を
中
心
と
し
て
、
農
村
白
共
同
体
的
規
制
は
動
揺
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
あ
だ
か
も
こ
白

時
期
に
、
部
落
団
体
は
「
農
家
小
組
合
」
と
い
う
新
し
い
装
い
の
も
と
に
再
編
成
さ
れ
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。
農
林
省
に
よ
る
農
家
小
組

合
調
査
(
昭
和
五
年
農
家
小
組
合
に
関
す
る
調
査
)
中
、
優
良
小
組
合
の
治
草
山
、
事
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
地
主
小
作
関
係
の
改
善
、
土
地

(
岐
阜
県
山
県
郡
山
県
村
字
岩
、
岩
農
事
改
良
組
合
、
兵
阜
県
有
馬
郡
大
沢
村
上
大
沢
善

問
題
の
解
決
等
を
目
的
と
す
る
も
の
が
か
た
り
多
い
。

農
林
補
助
金
の
展
開
過
程

第
八
十
五
巻

四
七

部
三
口
勺

九



農
林
補
助
金
の
民
間
過
程

第
八
十
五
巻

四
ノ、

第

号

O 

入
部
落

普
入
部
落
振
興
九

新
潟
県
古
志
郡
福
Fコ

村
大
荒
戸
部
落
良
区

岡
県
中
魚
沼
郡
ニF
平
キす
沖
立
農
業
共
同
経
営
組
合

同
県
北
蒲
原
郡
新
発
田

町
相
輔
組
合
、
同
県
岩
船
郡
乎
林
村
大
字
平
林
平
林
食
事
実
行
組
合
.
群
馬
県
、
佐
渡
郡
宮
郷
村
大
字
宮
古
宮
古
共
励
組
合
、
熊
本
県
干
益
城
郡
海
東
村

大
野
農
事
小
組
合
)
己
の
外
隣
接
町
の
発
展
に
よ
る
労
働
力
の
流
出
、
耕
作
放
棄
を
防
止
す
る
た
め
、

食
事
組
合
)
あ
る
い
は
、
農
家
負
債
D
累
積
に
対
し
て
勤
除
貯
蓄
思
想
を
養
う
た
め
、
一
八
高
知
県
、
粕
屋
郡
小
野
村
上
米
多
比
農
本
組
合
)
あ

る
hv
は
仲
買
商
人
の
買
た
た
き
に
対
抗
し
て
結
束
す
る
た
め
(
富
山
県
下
新
川
郡
下
中
島
村
宮
津
誌
蓮
製
産
共
同
販
売
組
合
)
等
、
何
れ
も
大

(
埼
玉
県
大
黒
郡
藤
沢
村
上
野
台
第
二

T
K
期
白
農
村
危
機
を
暗
示
し
て
W
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
大
正
期
の
農
家
小
組
合
は
明
か
に
こ
れ
と
は
別
の
系
統
の
も
の
が
あ
る
。
即
ち
こ
の
時
期
の
農
村
の
急
激
な
商
品
経
済
化
、

農
業
に
治
け
る
小
商
品
生
産
の
発
展
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
農
業
生
産
技
術
の
発
展
を
日
ざ
す
も
の
は
明
治
期
K
起
源
を

も
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
農
家
白
零
細
刷
業
の
共
同
化
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
、
果
樹
、
花
井
、
園
芸
等
の
専
業
化
を
あ

b
わ

し
て
い
る
も
白
、
製
菓
会
社
、
ピ

l
ル
会
社
に
従
属
し
て
工
業
原
料
の
生
産
(
搾
乳
、
ピ
I
ル
麦
栽
培
)
を
行
う
も
の
、
肥
料
、
農
業
の

共
同
購
入
、
農
産
物
の
共
同
販
売
を
行
う
も
の
、
電
力
に
よ
る
機
械
設
備
の
共
同
利
用
を
中
心
と
し
て
農
産
物
の
加
工
調
整
、
包
装
等

b
k

行
う
も
の
は
大
部
分
大
正
期
の
刻
印
を
つ
け
て
い
る
。
以
上
白
例
を
あ
げ
て
み
れ
ば
積
荷
組
合
、
疏
菜
組
合
、
果
樹
組
合
、
開
業
組
合
、

養
蚕
実
行
組
合
、
家
畜
組
合
、
養
鶏
組
合
、
養
豚
組
合
、
緬
羊
組
合
、
竹
細
工
組
合
、
椎
茸
栽
培
組
合
、
養
魚
組
合
、
副
業
組
合
、
藁
加

て
組
合
、
ト
マ
ト
加
工
組
合
、
動
力
利
用
組
合
、
農
事
電
化
組
令
等
で
あ
る
。
戦
前
の
農
林
省
白
統
計
で
は
、
己
目
後
者
白
グ
ル
ー
プ

を
「
特
殊
事
業
主
行
う
農
家
小
組
合
」
(
特
殊
的
農
家
小
組
合
〉
と
し
、
小
地
域
と
結
び
つ
い
て
「
一
般
的
た
事
業
を
行
う
農
家
小
組
合
」

(
一
放
的
農
家
小
組
合
)
と
区
別
し
て
い
た

後
者
は
実
は
そ
白
ま
ま
部
落
で
あ
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
特
殊
的
農
家
小
組

合
も
、
農
家
。
零
細
副
業
主
中
心
と
す
る
も
の
な
ど
は
、
小
商
品
生
産
者
と
し
て
の
農
民
の
生
活
防
衛
が
目
的
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
身



第

表

農
家
小
組
合
区
域
別
数

一

E

一
二
部
蕗
又
は
一
部
品
末
一
町
村
又
は
一
町
村
丞
一
町
村
を
と
ゆ
る
区
一

一

E

一

組

合

数

了

一

一

一

一
4
2

一
両
を
区
域
と
す
る
も
の
一
摘
を
区
域
ー
と
す
る
も
空
域
を
有
す
る
も
の
一

也

二

三

E
、三一

(

2

1

二

一

一

一

総

(

一

gゐ
)

)

一

九

八

四

喜

一

二

五

、

九

回

二

賢

一

一

二

三

、

回

二

三

一

売

、

二

一

九

七

一

一

一

二

ニ

八

一

三

一

一

一

般

的

農

家

小

君

主

主

三

一

日

八

三

三

〔

了

む

一

(
0
・
一
二

一
一
、
六
百
八
一
主

u

、

一

八

。

一

二
E

一
、
八
一
=
一
一
六
一
五
一

特
殊
的
農
家
小
組
合

(
(
8
・g
一

九

七

六

一

回

口

〔

弓

7

八
〉
一
〈
口
八
)
一

(
造
林
省
、
農
家
小
組
合
ニ
関
ス
ル
調
査
、
昭
和
十
一
年
)

し
か
し
第
三
表
白
如
く
部
落
と
い
う
地
区
に
関
係
さ
せ
て
み
れ
ば
、

小
地
域
の
秩
序
維
持
に
結
び
つ
く
も

。
で
あ
り
、
農
村
の
商
品
経
済
化
に

対
応
す
る
部
落
の
新
し
い
再
編
成
の

姿
で
あ
る
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
な

い
。
事
実
、

一
般
的
小
組
合
も
特
殊

的
小
組
合
も
離
れ
が
た
く
結
び
つ
い

「
特
殊
事
業
を
行
う
農
家
小
組
合
」
の
中
に
は
部
落
を
こ
え
る
組

て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

織
を
も
つ
も
の
が
、

「
一
般
的
農
家
小
組
合
」
の
場
合
よ
り
も
多
い
の
で
あ
る
か
b
、
前
者
の
中
に
は
部
落
と
い
う
地
域
団
体
の
性
格

を
説
皮
し
て
特
殊
左
事
業
に
専
業
化
し
て
行
く
産
業
団
体
が
か
な
り
ふ
く
ま
れ
、
後
者
に
は
部
落
の
性
格
を
と
ど
め
て
円
る
も
の
が
多

い
と
い
う
区
別
は
つ
け
b
れ
る
と
思
う
。
た
だ
私
達
は
何
れ
の
形
態
に
も
、
大
正
期
に
治
け
る
農
村
の
危
機
と
商
品
生
産
の
発
展
に
対

応
し
よ
う
と
す
る
部
落
団
体
の
新
し
い
再
編
成
の
姿
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
つ
け
く
わ
え
て
治
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の

主
う
な
両
様
白
小
組
合
主
大
正
七
、
八
年
頃
か
ら
各
府
県
平
系
統
農
会
が
奨
励
指
導
し
は
じ
め

τい
た
。
モ
白
際
補
助
金
が
す
で
に
利

用
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
農
村
恐
慌
の
段
階
に
な
る
と
、
農
林
省
が
政
治
的
た
角
度
か
ら
己
の
小
組
合
を
把
握
し
、
こ
れ
を
再
編
成
し

ょ
う
と
し
た
。
昭
和
五
年
農
林
省
農
務
局
の
「
農
家
小
組
合
-
一
関
月
ル
調
査
」
白
「
緒
言
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

τい
る
。

「農

家
小
組
合
ノ
目
的
種
々
ア
リ
ト
雄
モ
其
ノ
中
心
ハ
我
国
小
農
経
営
ノ
幾
多
ノ
農
家
経
済
ノ
行
詰
リ
、
或
ハ
階
級
闘
争
-
一
依
ル
農
村
ノ
破

壊
等
ヲ
農
家
自
身
ノ
協
力
ト
考
案
t
ニ
依
ツ
テ
之
ヲ
打
開
γ
以
テ
農
家
収
入
ノ
増
大
ヲ
期
て
共
存
共
栄
ノ
精
神
一
一
依
テ
協
力
農
村
生

農
林
補
助
金
の
展
開
過
程

第
八
十
肯
巻

四
九

第
三
号



農
林
補
助
金
の
展
開
過
程

第
八
十
五
巻

第
三
号

一
五

O

活
ノ
安
定
ヲ
図
ラ

γ
ト
月
ル
ニ
ア
リ
」
。

動
に
も
つ
ら
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

こ
の
小
組
合
の
指
導
精
神
が
恐
慌
期
の
農
村
経
済
更
生
運
動
キ
戦
時
体
制
下
の
供
出
供
米
運

註

ω
各
府
県
に
よ
る
農
家
小
組
合
の
指
導
奨
励
は
よ
部
分
大
正
七
、
八
年
頂
か
ら
大
正
末
期
ま
で
の
期
聞
に
始
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
補
助
金

奨
励
金
に
つ
い
て
明
記
し
て
い
る
府
県
の
み
を
あ
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
ロ

青
森
大
正
九
年
↑
一
県
棋
会
品
テ
良
事
組
合
ノ
設
置
奨
励
ヲ
始
メ
タ
ル
ェ
起
因
シ
、
十
年
度
ヨ
リ
相
当
予
算
ヲ
計
よ
シ
テ
奨
励
金
ノ
交
付
ヲ
ナ
セ

、
リ

富群
山馬

大
正
十
一
年
度
ヨ
リ
県
ニ
於
テ
奨
励
金
ヲ
計
上
シ
奨
励
規
定
ヲ
定
メ
組
合
ノ
発
達
プ
促
ヒ
リ
。

農
事
実
行
組
合
ノ
奨
励
ハ
郡
役
所
及
郡
農
A
E
-
-

テ
行
ヒ
ジ
カ
大
正
十
年
度
ニ
於
テ
副
業
ノ
経
常
ヲ
主
眼
ト
ス
ル
組
合
ユ
対
シ
県
ヨ
リ
奨
励

金
ヲ
交
付
セ
シ
エ
始
ィ
ル
。

大
正
八
年
頃
ヨ
リ
特
-
県
農
会
ニ
於
テ
奨
励
金
ヲ
主
付
シ
組
合
ノ
奨
励
ヲ
ナ
シ
来
レ
リ
。

大
正
一
一
、
三
年
末
圭
作
改
良
組
合
ガ
設
斗
サ
レ
ジ
ニ
拍
マ
リ
、
大
正

b
年
県
農
会
ガ
始
メ
テ
摂
肋
経
費
ヲ
計
上
ジ
テ
農
事
改
良
組
合
ノ
規

約
ヲ
定
メ
リ
。

大
正
八
年
ニ
農
事
基
礎
団
体
ト
シ
テ
農
事
実
行
組
合
、
部
帯
長
会
地
主
小
作
協
調
会
ノ
設
置
セ
シ
ニ
始
マ
ル
、
十
年
奨
励
費
ヲ
計
上
セ
リ
、

大
正
十
=
年
開
催
セ
ル
郡
市
長
会
議
一
一
於
テ
実
行
組
合
一
一
関
ス
ル
協
議
ヲ
セ
シ
一
一
拍
マ
リ
引
続
キ
奨
励
金
ヲ
交
付
V
テ
今
回
一
一
至
ル
。

大
正
八
年
頃
府
農
会
一
テ
部
落
民
全
ノ
設
立
ヲ
奨
励
シ
タ
リ
ジ
そ
良
好
ナ
ラ
ス
大
正
十
四
年
ヨ
リ
奨
励
金
ヲ
交
付
シ
テ
農
事
実
行
組
合
ノ

普
及
ヲ
図
リ
ツ
ツ
ア
り

大
正
十
一
年
度
副
業
組
合
ノ
設
立
奨
励
輔
副
金
三
十
円
ヲ
交
付
セ
シ
ニ
端
ヲ
発
シ
以
米
ソ
ノ
普
及
ヲ
図
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。

明
治
四
十
四
年
以
来
組
合
ノ
設
置
ヲ
境
励
セ
ル
モ
奨
励
金
ノ
交
付
セ
ル
ハ
大
正
十
一
年
コ
リ
ナ
リ
、
而
シ
テ
大
正
十
三
年
度
ヨ
リ
副
業
奨

励
規
程
ニ
ヨ
リ
実
励
金
ヲ
交
利
セ
リ
。

郡
員
会
一
一
於
テ
ハ
大
正
十
一
年
度
初
メ
テ
経
世
ヲ
計
上
シ
共
同
作
業
組
合
ヲ
奨
励
シ
其
後
引
続
キ
各
租
組
合
ノ
設
置
ヲ
勧
誘
セ
リ
。

大
正
十
四
年
度
農
村
援
興
施
設
ト
シ
テ
模
範
1
ナ
ル
ベ
キ
組
合
一
-
奨
励
金
ヲ
交
付
ス
ル
規
則
ヲ
制
定
セ
リ
、
昭
和
二
年
度
ニ
ハ
五
十
七
組

長山
野梨

大静岐
阪岡阜

岡島
山根

山広
口島



日
明
ザ
引
円
引

U
到

r…l
J
止
」
一

福間愛
岡知援

合
Z

必
付
セ
リ
。

大
正
十
五
年
六
月
共
同
農
事
組
合
奨
励
金
交
利
規
程
並
副
業
共
同
施
設
奨
励
金
交
付
規
程
制
定
セ
ラ
レ
爾
来
奨
励
一
一
努
メ
ツ
ツ
ア
リ
。

大
正
十
三
年
度
ヨ
リ
県
技
フ
支
出
ジ
テ
県
農
全
ア
シ
テ
之
ガ
設
立
ェ
閑
シ
指
導
奨
励
一
-
当
ラ
シ
メ
現
今
一
-
テ
そ
向
奨
励
一
一
努
メ
ツ
ツ
ア
リ
。

大
正
九
年
農
事
改
良
組
合
規
制
準
則
ヲ
制
定
シ
共
ノ
施
設
普
及
ヲ
奨
励
ス
ル
ト
共
ニ
奨
励
金
ヲ
交
付
シ
テ
極
力
之
カ
設
慌
ニ
努
メ
ツ
ツ
ア

。
リ

館長
本崎

大
正
八
年
四
月
県
令
ヲ
以
テ
農
事
改
良
実
行
組
合
奨
励
規
程
ヲ
設
ケ
奨
励
金
ヲ
交
付
シ
組
合
ノ
設
立
、
事
業
ノ
実
行
ヲ
奨
励
セ
リ
。

大
正
九
年
以
来
食
事
小
組
合
奨
励
規
定
ヲ
設
ケ
之
カ
増
設
活
動
ヲ
促

γ
昭
和
二
年
以
後
ハ
奨
励
金
ノ
増
加
ヲ
ナ
ジ
益
々
奨
励
ニ
努
メ
ツ
ツ

ア
リ
。

大
正
四
年
県
農
会
-
一
県
費
制
助
金
ヲ
交
利
ジ
各
都
市
農
会
ニ
之
カ
設
立
ヲ
奨
励
シ
大
正
大
年
以
後
ハ
郡
農
会
ノ
事
業
ノ
一
ツ
一
日
加
引
ソ
ノ

奨
励
ニ
当
レ
リ
。

大
分

古
崎

二三一五、ヨ一去

一三一.回ニ八

一口一一一、六()八

三
一
ニ
、
九
一
回
一

一
空
、
豆
七
日
二

一一吉、一室ニ

昭
和
一
六
年

一
月
一
日

農
家
小
組
合
の
財
政
に
つ
い
て
、
己
の
調
査
の
比
較
的
と
と
の
ヮ
た
昭
和
八
年
四
月
四
も
白
を
み
る
と
、
経
費
主
計
上
し
て
い
る
一

五
包
、

O
三
七
組
合
の
経
費
年
総
額
一
回
、
八
三
六
、
六
八
三
円
、

一
組
合
当
九
四
円
四
八
銭
と
W
う
小
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
乙
れ

農
林
補
助
金
の
展
開
過
程

五

第
三
号

第
入
十
主
巻



農
林
補
助
金
白
展
開
荊
程

第
八
十
五
巷

五

第
三
号

四

b
経
費
D
財
源
は
組
合
費
に
よ
る
も
の
最
も
多
く
、
総
額
の
四
七
・
五
%
、
次
い
で
補
助
奨
励
金
の
二
五
・
七
%
、
使
用
料
又
は
手
数

料
一
七
・
二
%
モ
の
他
九
・
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
己
れ
b
財
源
の
比
率
は
、

一
般
的
事
業
主
行
う
小
組
合
と
特
殊
的
事
業
主

行
う
小
組
合
と
で
は
や
キ
相
違
が
あ
り
、
前
者
で
は
組
合
費
五
四
・
六
、
奨
励
補
助
金
一
八
・
八
、
使
用
料
又
は
手
数
料
一
七
・
二
%

な
る
に
対
し
、

後
者
で
は
組
合
費
四
一
一
・
七
%
奨
励
補
助
金
三

0
・
三
%
、
使
用
料
文
は
手
数
料
一
七
・
O
%
と
な
っ
て
、

奨
励
金

の
比
率
は
前
者
に
b
け
る
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
己
う
い
う
点
か
b
、
己
の
時
期
目
補
助
奨
励
金
白
目
的
を
推
定
出
来
な
い
わ
け

で
は
た
い
。
た
と
え
ば
特
殊
的
小
組
合
白
中
、
補
助
金
の
比
率
の
汗
倒
的
に
高
い
納
税
組
合
中
、
共
同
施
設
の
利
用
に
よ
る
使
用
料
又
は

手
数
料
収
入
白
圧
倒
的
に
高
い
出
荷
組
合
、
動
力
農
具
利
用
組
合
、
共
同
作
業
組
合
等
の
例
を
の
ぞ
け
ば
、
特
殊
的
小
組
合
に
補
助
金

の
比
率
の
高
H
理
由
は
、
己
白
時
期
由
補
助
金
白
目
的
が
己
れ
ら
特
殊
的
小
組
合
に
固
有
の
生
産
事
業
又
は
特
殊
な
農
家
副
業
を
奨
励

す
る
と
と
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
と
思
う
。
し
か
し
こ
れ

b
白
梓
殊
た
生
産
事
業
や
副
業
モ
む
も
の
が
農
村
の
部
落
体
制
と
密
着
し
て

い
た
の
で
あ
ヮ
て
、
補
助
金
白
目
的
は
結
局
部
落
田
体
制
を
把
握
し
、
こ
れ
士
再
編
成
す
る
己
と
に
あ
っ
た
と
も
云
え
る
。
た
だ
前
に

も
む
べ
た
よ
う
に
(
第
=
一
表
事
騎
)
、
特
殊
的
小
組
合
の
場
合
に
は
一
般
的
小
組
合
に
比
較
す
る
と
、

部
落
を
ζ

え
る
活
動
や
組
織
を
も

つ
も
の
が
多
い
と
い
う
相
違
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

右
に
臼
べ
た
と
白
段
階
の
奨
励
補
助
金
の
目
的
は
、

一
般
的
小
組
合
に
つ
い
て
み
る
と
一
層
は
っ
き

P
す
る
。

一
般
的
小
組
合
は
特

殊
的
小
組
合
札
く

b
べ
る
と
、
わ
が
国
農
村
白
基
本
的
生
産
、
即
b
米
作
技
術
の
改
良
、
共
同
耕
作
、
共
同
濯
湖
、
脱
穀
調
整
施
設
の

共
同
利
用
を
事
業
目
的
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
な
治
乙
の
他
に
部
落
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
事
業
が
と

P
あ
げ
ら
れ
る
己
と
が
モ
臼
特

色
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
昭
和
五
年
白
調
査
で
優
良
組
合
に
え
ら
は
れ
た
中
時
一
例
〈
高
知
県
、
粕
展
都
、
小
野
村
、
上
米
多
比
良
事
組
合
〉

を
み
る
と
、
そ
の
昭
和
二
年
度
の
歳
出
入
予
算
は
次
の
よ
う
に
あ
に
か
も
小
行
政
体
の
予
算
白
形
態
を
モ
な
え
て
い
る
。
こ
の
歳
入
部



歳

題

目

一

、

財

産

収

入

一
回

二

山

林

三

預

金

利

守

二

、

補

助

金

-
県
特
定
共
同
経

一
営
補
助
金

二
郡
指
定
補
助
金

三
経
営
費
補
助
一

四
組
合
長
手
当
一

一
二
、
事
業
収
入
一

一

共

同

耕

作

一

二

肥

料

配

合

一

合

計

一
民武

山

一

、

事

務

所

費

一

一
役
員
報
酬
一

二

消

耗

費

一

一

、

会

議

費

農
林
補
助
金
の
展
開
渦
程

入

之

部

金

都

農

ム

百

村

農

会

補

助

村

農

会

補

胡

額

八八二、
C
U百

四
ニ
(
)
、

(
)
U
D

一D
Q
D
U
D

-
Rニ
、
口
百

四
回
一
一
寸
(
)
U
D

附

自己

三口口、
C
U
D

県

農

ム

百

捕

助

一五一一口、
C
U百

七、

g口
問、号〕口

E

一二、()口口

ニ一面、
D

S

回
八
、
D
U口

、吾一七、
Q
U
D

之

部
円

一

豆、
Q
U邑
一

豆
、
口
出
一

↑
総
会
年
一
問
、
役
員

六、

g
口
一
会
年
十
五
問
、
例
会

五五、
G
〕
己
一
年
十
一
一
回

一

二

、

車

生

費

一

一

楠

林

費

一

一
肥
料
融
合
費
一

三
共
同
耕
作
費
一

四

品

許

会

費

一

五

視

察

費

文
集
会
所
兼
作
業
一

」
/
所
費
積
立
一

二
採
種
目
試
験
田
一

1
1
費

回

、

慰

安

会

費

一

敬

老

会

費

二

慰

老

会

費

五

、

教

則

費

六
、
諸
税
及
負
担

七

、

予

備

費

入

立

合

引

号雫Eミ弓弓弓考
書言言言言言雪

年
二
回
植
林
及
下
草

メ各
極
品
許
会
置
品
代

一一己、(〕己己

一一一一一
E

、口()(〕

一一言、

8
0

一口口、
O
D
D

-
5
、D
D
D

一一。、

0
8

2
E
、00口

吉一一八、芸口

一、五百一昔、
D
己己

病
気
災
難
貫
同
者
世

済

で
第
二
位
を
し
め
し

τい
る
補
助
金
は
そ
の
性
質
よ
り
み
れ
ば
小

組
合
の
特
定
生
産
事
業
白
補
別
で
あ
る
こ
と
は
明
よ
か
で
あ
る
が
、

歳
出
之
部
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
己
の
小
組
合
の
諸
事
業
は
む
し

ろ
部
落
白
諸
事
業
の
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
但
し
諸
税
及
負

第
八
イ
五
巻

五

第
三
号

五



長
林
補
助
金
の
展
開
過
程

第
八
十
五
巻

五
四

第
三
号

プミ

担
白
項
目
白
中
に
は
、
道
路
修
繕
の
た
め
に
小
組
合
が
部
落
に
対
L
て
負
担
す
る
区
費
が
あ
っ
て
、
形
の
上
で
は
農
村
内
の
行
政
区
で
あ

る
部
落
と
、
こ
の
小
組
合
と
い
う
事
業
体
と
は
別
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

τい
る
。
し
か
し
乙
の
組
合
白
事
業
計
画
に
示
さ
れ
て
W
る

広
汎
な
目
的
を
み
る
と
モ
れ
が
い
か
に
作
文
で
あ
る
に
せ
よ
、
部
落
と
hv
う
小
共
同
体
と
小
組
合
と
が
実
質
的
に
全
く
同
一
物
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
白
で
あ
均
。
私
達
は
ま
だ
己

ω
他
に
同
様
な
例
を
昭
和
五
年
白
調
査
か

b
拾
う
こ
と
が
出
来
る
し
、
吉
ら
に

小
組
合
が
耕
地
管
坦
委
員
会
を
つ
く
り
、
小
作
料
そ
の
他
地
主
小
作
関
係
の
調
整
に
あ
た
り
つ
つ
あ
る
例
、
自
作
農
創
設
資
金
金
積
立

つ
フ
あ
る
例
、
罰
則
ま
で
つ
け
て
冠
婚
葬
祭
兵
役
な
と
生
活
万
般

ω
改
善
規
則
を
作
っ
て
い
る
例
、
納
税
組
合
を
か
ね
℃
い
る
例
主
読

み
と
る
こ
と
が
出
米
る
。
こ
の
よ
う
友
小
組
合
は
立
派
に
地
方
行
政
団
体
の
下
部
組
織
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
る
白
で
あ
っ
て
、

昭
和
十
一
年
白
農
林
省
白
調
査
モ
の
も
の
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
「
欧
州
大
戦
以
後
に
於
け
る
農
家
経
済
、
農
村
問
題
の
深
刻
化
と
共

に
各
種
団
体
の
指
導
、
組
令
員
白
要
求
は
其
の
内
容
を
漸
次
整
備
し
、
機
能
は
生
産
的
よ
り
経
済
的
、
社
会
的
に
拡
大
」
(
昭
和
十
一
年
十

一
月
農
家
小
判
官
一
一
関
ス
ル
調
査
)
さ
れ
た
と
も
一
五
え
よ
う
。
補
肪
金
奨
励
金
は
結
局
、
農
村
恐
慌
と
農
村
経
済
更
生
運
動

ω
段
階
で
、
新

し
い
機
能
と
役
割
と
を
治
び
て
き
て
い
る
小
組
令
の
政
策
的
た
把
握
と
再
編
成
の
手
段
と
な
ヲ
た
り
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
農
村
恐
慌
以
後
戦
時
統
制
経
済
白
段
階
に
至
る
ま
で
、
農
家
小
組
合
の
財
政
に
沿
い
て
し
め
る
奨
励
補
胡
金

の
比
重
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
農
家
小
組
合

i
部
落
団
体
が
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ

τ
い
っ
た
か
を
考
察
し
主

註
上
米
多
比
農
事
組
合
の
昭
和
十
年
度
ま
で
完
成
す
べ
き
「
組
合
赴
」
は
次
の
よ
う
に
計
回
編
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
昭
和
二
年
む
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
た
や
す
く
「
銃
後
農
村
」
の
モ
デ
ル
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
。

「

、

『

小

学

校

生

徒

助

成

一

語

「

羊

挫

故

育

占

一
道
報
徳
報
思
↓
一
時
主
閥
、
一
一
帰
錦
、
青
年
l

九
百

一

書

(

社

会

教

育

{

一

〆

F
M
m

立
会
、
農
事
講
話
、
視
察
。

徳
(
一



宗

教

改

善

農

業

奨

励

組
A
n
是
(
政経

~、ー~ーへ
軸師信八基遭荷量f本産耕神
債済用万金路生困青物 仏
規里、購四三橋講者武増 礼
約想買千万梁和救遭殖種拝
実善販円円催、済、~へ~、
行成売~、繕清、図副主日耕神

組最三植、潔軍書産Ie給地社

高低i君主評会E;;興費量
用 町標、族巧蚕表造堆埼

コ _IL. 防獄 、、林肥

百干RZE内議階、金管
円円田燈ホ病等雫苔品改及

九。、気。園宅奇供
反夜放賀 、ョォ養
九警済 E 同

訓。。艶i'，。
門 技 Q

会
各 。
団
体
基
本
金
助
成

ぅ
。
昭
和
一
五
年
は
こ
れ
ま
で
小
組
合
主
事
実
上
下
部
D
実
行
機
関
と
し

τい
た
農
会
が
、
農
会
法
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
統
制
の
機

関
と
し
て
統
制
を
行
う
法
的
権
能
を
与
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
農
業
増
産
の
最
下
部
団
体
と
し
て
の
部
落
農
業
団
体
が
農
会
に
加
入
せ

し
め
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ζ

の
年
の
前
年
昭
和
-
十
四
年
度
の
農
家
小
組
合
の
決
算
と
昭
和
八
年
度
の
そ
れ
と
を
比
較
し
ょ

う
。
第
四
表
で
う
か
が
わ
れ
る
著
し
い
変
化
は
、
小
組
合
全
体
に
ワ
い
て
、
組
合
費
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
下
し
、
補
助
金
の
モ
れ
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
昭
和
八
年
度
に
わ
い
で
組
合
費
白
比
重
が
第
一
位
、
補
助
金
が
第
二
位
で
あ
っ
た
も
の
が
、

四
年

度
に
お
い
て
は
モ
白
地
位
を
逆
転
さ
せ
、
補
助
金
(
就
中
、
農
会
補
助
金
〉
第
一
位
、
組
合
費
第
二
位
に
た
ワ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

己

の
傾
向
は
一
般
的
小
組
合
に
沿
い
て
特
に
は
っ
き
り
読
み
と
ら
れ
る
。
い
ま
や
農
業
統
制
機
関
と
な
り
、
地
方
行
政
機
関
の
外
廓
団
体

と
左
ヲ

τ農
家
小
組
合
を
そ
白
下
に
従
属
さ
せ
た
系
統
長
会
白
財
政
に
お
け
る
と
同
様
左
変
化
が
、
小
組
合
白
財
政
に
お
い
て
も
う
か

農
林
補
助
金
白
展
開
過
程

が
わ
れ
る
と
い
う
己
と
で
あ
る
。
但
し
他
方
特
殊
的
小
組
合
に
お
い
て
は
こ
の
変
化
は
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
あ
b
わ
れ
て
い
な
い
。
組
合

第
三
号

七

第
八
十
五
巻

主
主
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費
心
ウ
ェ
イ
ト
は
若
干
低
下
し
た
が
、
補
助
金
の
そ
れ
も
低
下
し
て
い
る
。
と
の
中
で
冶
府
県
よ
り
く
る
補
助
金
の
比
重
の
み
が
高
ま

っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
と
う
い
う
事
実
と
と
も
に
、
己
の
期
聞
に
一
般
的
小
組
合
の
数
は
特
殊
的
小
組
合
の
数
よ
り
も
増
大

し
、
己
と
に
前
者
の
則
政
規
模
(
経
費
年
総
額
)
が
著
し
く
拡
大
し
て
い
る
(
一
般
的
小
組
合
四
倍
、
特
殊
的
小
組
合
二

一
倍
)
と
勺
つ
事
実

を
考
え
合
せ
て
み
る
と
、
小
組
合
に
く
る
梢
朗
金
の
狙
い
の
重
点
が
変
化
し
て
き
た
の
で
は
た
い
か
と
推
定
吉
れ
る
。
つ
ま
り
補
助
金

は
特
殊
的
小
組
合
の
事
業
白
中
心
で
あ
っ
た
特
殊
な
尚
品
化
作
物
の
生
産
販
売
又
は
農
家
の
零
細
訓
業
の
助
成
と
い
う
と
と
ろ
か
ら
、

次
第
に
米
麦
其
他
主
食
の
生
産
を
某
盤
と
し
、
同
時
に
部
落
体
制
と
密
着
し
て
い
る
一
般
的
小
組
合
の
助
成
と
い
う
方
向
へ
重
点
を
う

つ
し
て
い
ヮ
た
の
で
は
た
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

私
達
が
も
し
昭
和
一
二
、
三
年
頃
よ
り
昭
和
二
ハ
年
頃
ま
で
白
期
間
に
特
に
増
大
し
て
い
づ
た
農
林
補
助
金
白
中
で
、
系
統
農
会
へ

入
担
、
結
局
農
家
小
組
合
主
含
む
部
落
団
体
心
中
へ
入
っ
て
い
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
補
助
金
主
摘
記
し
て
み
れ
ば
、
こ
り
事
実
は
推
定

さ
れ
る
と
思
う
。
壬
の
よ
う
な
、
袖
助
金
田
中
に
は
、
た
と
え
ば
自
給
肥
料
主
肥
料
改
善
奨
励
金
、
甘
藷
及
馬
鈴
薯
改
良
増
殖
並
統
制
施

設
奨
励
金
、
農
会
情
動
促
進
施
設
摂
励
金
、
肥
料
消
費
調
整
奨
励
金
、
集
団
移
動
労
働
施
設
助
成
金
、
農
村
労
働
調
整
施
設
助
成
金
、

食
糧
農
産
物
増
産
確
保
担
設
奨
励
金
、
部
落
団
体
事
業
助
成
金
、
町
村
農
会
等
共
済
事
業
紬
助
金
年
が
み
b
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
特
殊
的

小
組
合
へ
も
補
助
金
の
比
重
は
減
っ
た
と
い
う
も
の
心
、
系
統
長
会
の
ル

l
ト
以
外
に
産
業
組
合
、
漁
業
組
合
、
蚕
糸
業
組
合
、
畜
産

組
合
、
山
林
会
等
の
ル

l
ト
全
通
じ
て
戦
時
色
を
沿
び
た
畜
産
、
水
産
、
林
崖
関
係
の
補
助
奨
腕
金
が
交
付
さ
れ
た
。

(
中
央
物
仙
統
制

協
力
会
議
、
最
林
関
係
補
別
企
の
性
格
〉
従
っ
て
こ
の
時
期
の
小
組
合
の
中
に
治
け
る
差
違
(
一
般
的
、
特
殊
的
)
を
問
題
に
す
る
よ
り
も
、

小
組
合
そ
の
も
の
の
機
能
変
化
と
再
編
成
と
が
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
と
い
っ
た
方
が
よ
く
、
こ
れ
を
農
林
補
助
金
が
推
進
し
て
い
た

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
私
達
は
こ
り
事
実
を
昭
和
一
八
年
の
帝
国
農
会
に
よ
る
「
農
家
小
組
合
の
調
査
」
の
序
言
に
語
ら
せ
よ
う
。

農
林
補
助
金
の
民
聞
過
程

第
八
十
五
巻

五
七

第
三
号

九



農
林
補
助
金
の
展
開
過
程

第
八
十
五
巻

五
A 

第
三
号

。

「
文
那
事
変
か
ら
大
東
亜
戦
争
へ
と
戦
時
体
制
の
長
期
化
に
つ
れ
亡
累
積
す
る
生
産
逆
条
件
を
克
服
し
亡
進
展
し
米
ヮ
た
わ
が
農
業
は

生
産
部
面
に
於
け
る
共
同
化
士
促
迫
さ
れ
、
己
己

κ組
合
機
能
の
生
産
面
へ
白
顕
著
な
進
出
が
見
b
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
い
ま
農

家
小
組
合
は
部
落
諸
活
動
の
中
心
と
左
担
、
そ
の
任
務
は
重
く
、
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
大
で
あ
る
。
」

(
帝
国
産
会
、
農
家
小
組
合
に
関

す
る
調
査
、
昭
和
十
八
年
三
月
〉

四

農
林
補
助
金
と
地
主
制
を
め
ぐ
る
闘
争

さ
て
以
上
に
の
べ
た
よ
う
た
補
則
金
に
よ
る
農
村
体
制
の
国
家
独
占
的
再
編
成
は
、
勿
論
何
b
白
抵
抗
な
し
に
λ

ム
l
ズ
に
進
ん
だ

わ
け
で
は
た
か
っ
た
。
補
助
金
行
政
は
農
村
の
地
主
体
制
、
部
落
体
制
を
官
僚
機
構
の
中
に
組
み
入
れ
る
過
程
で
あ
り
、
大
正
期
目
農

民
運
動
と
普
選
運
動
の
中
で
育
て

b
れ
た
「
民
主
的
地
方
自
治
」
の
摘
芽
を
ふ
み
つ
ぶ
す
己
と
な
し
に
行
わ
れ
る
も
白
で
は
た
い
コ
す
で

に
独
立
税

i
民
主
的
地
方
自
治
の
コ

l
ス
と
附
加
税

i
補
防
金
行
政
の
コ
ー
ス
と
の
対
決
、
(
つ
ま
り
民
主
的
な
農
村
を
つ
く
る
か
、
国
家

行
政
の
下
請
機
構
と
し
て
の
農
村
を
つ
く
る
か
の
対
決
)
は
大
正
期
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
が
、
己
の
時
期
が
半
に
こ
の
対
決
の
最
約
段
階
に

入
っ
た
時
で
あ
り
、
同
屯
し
て
や
が
亡
後
の
コ
ー
ス
が
優
越
し
て
ゆ
く
時
期
で
あ
っ
た
。
補
助
金
行
政
を
め
ぐ
る
主
右
対
決
点
を
み
る
た

め
に
、
恐
慌
宇
の
救
農
土
木
事
業
に
考
察
を
一
民
モ
う
。

救
農
土
木
事
業
白
出
役
に
よ
る
賃
銀
の
問
題
、
大
て
い
八
時
間
乃
至
十
時
間
労
働
で
、

)
 

1
 

(
 

一
日
也

O
銭
前
後
で
あ
る
。
中
に
は
米

二
升
に
値
世
ぬ
三
、
四

O
銭
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
工
事
費
中
の
地
元
負
担
分
を
賃
銀
か
ら
さ
し
ひ
く
た
め
に
低
賃
銀
に
な
る
と
己

ろ
も
あ
り
、
ま
た
村
税
の
滞
納
分
を
賃
銀
か
ら
き
し
ひ
く
と
乙
ろ
も
あ
る
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
、
滞
納
者
を
人
夫
に
か
り
出
し
て
、

そ
の
賃
銀
の
中
か
ら
村
税
を
追
徴
し
て
い
た
。

〔
税
、
昭
和
六
年
八
月
)
反
対
に
農
民
組
合
の
あ
る
と
ζ

ろ
や
大
都
市
、

工
場
に
近
刊
と



乙
ろ
は
賃
銀
の
率
は
よ
か
っ
た
。

(
猪
慎
津
南
推
、
窮
乏
の
農
村
)

(2) 

地
元
負
担
の
問
題
、
救
農
事
業
の
地
元
負
担
の
問
題
、
戸
数
割
、
部
落
協
議
費
の
形
で
農
民
負
担
と
た
る
ο

農
民
の
力
が
弱
け

一
方
で
重
い
地
元
負
担
を
せ
治
い
な
が
ら
、
他
方
で
零
細
な
賃
銀
し
か
獲
得
出
来
な
い
と
い
う
結
果
に
た
る
。

れ
ば
、

救
農
事
業
用
地
買
収
白
問
題
、
た
と
え
ば
道
路
工
事
の
一
場
合
陀
地
主
白
土
地
の
買
収
問
題
が
治
己
る
。
地
主
の
力
が
強
け
れ
ば
、

補
助
金
白
大
き
な
部
分
が
土
地
買
収
費
に
つ
ぎ
己
ま
れ
、
地
主
は
土
地
を
時
価
の
倍
位
に
売

p
つ
け
て
大
も
う
け
を
す
る
。
反
対
に
農

(3) 
民
組
合
が
強
け
れ
ば
、
地
主
に
支
払
わ
れ
る
買
収
費
は
あ
古
え

b
れ
、
逆
に
土
地
買
収
に
よ
る
小
作
権
白
放
棄
に
対
し
て
は
小
作
人
民

高
く
支
払
わ
れ
る
。

(
猪
俣
津
南
雄
、
前
掲
書
)

ω
工
事
費
を
め
ぐ
る
不
正
、
中
間
搾
取
白
問
題
、
当
時
農
村
に
は
「
救
農
事
業
で
も
う
か
っ
た
の
は
地
主
、
監
督
、
セ
メ
ン
ト
会

社
、
鉄
材
料
市
だ
」
と
い
う
常
識
が
あ
ヮ
た
。
村
の
当
局
と
請
負
師
と
の
結
託
に
よ
る
不
正
事
件
は
多
か
っ
た
。

幽
霊
人
天
」
を
申

告
し
て
、
工
事
費
の
半
分
し
か
実
際
に
使
わ
た
か
っ
た
と
い
う
例
も
あ
り
た
。
反
対
に
新
潟
県
北
蒲
原
白
木
崎
村
で
は
、
農
民
組
合
の

勢
力
を
背
景
に
請
負
師
士
通
さ
ず
、
村
直
営
の
工
事
を
や
り
、
汚
職
事
件
の
入
る
余
地
を
な
く
し
た
。
(
猪
俣
津
南
雄
、
前
掲
書
〕

府
県
、
モ
白
他
上
級
機
関
の
問
題
、
工
事
白
技
術
指
導
の
た
め
に
あ
る
村
が
臨
時
に
委
嘱
し
た
技
師
白
日
当
は
三
円
で
あ
っ
た
。

(5) (
農
民
の
賃
銀
が
三
、
四
O
銭
の
時
に
!
)
し
か
も
工
事
終
了
ま
ざ
わ
に
書
空
上
げ
ら
れ
た
簡
単
な
設
計
図
一
枚
に
百
数
十
円
が
支
払
わ
れ

た
。
ま
た
村
吏
員
が
補
助
金
受
取
り
の
た
め
に
県
庁
に
出
頭
し
た
と
こ
ろ
が
、
モ
の
一
部
を
耕
地
協
会
に
寄
贈
す
る
よ
う
強
要
さ
れ
た
。

(
日
本
農
業
発
達
史
第
8
巻
)
ま
た
多
〈
の
上
級
機
関
主
通
過
し
て
来
る
補
助
金
の
交
付
が
ひ
ど
〈
遅
れ
て
時
機
を
失
す
る
こ
と
も
、
す
で

に
見
た
よ
う
に
、

一
般
的
な
現
象
で
あ
っ
た
。

と
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
補
助
金
に
よ
る
救
農
事
業
が
、

一
般
に
官
僚
的
、
地
主
的
体
制
D
わ
く
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
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農
林
補
助
金
の
展
開
過
程

第
人
十
主
巻

ノ、
O 

第
三
号

従
っ
て
「
救
農
」
白
実
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
農
民
は
た
え
ず
「
民
主
的
自
治
」
を
確
保
す
る
た
ゆ
に
闘
わ
た
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
と
が
わ
か
る
。
大
正
期
に
小
作
人
組
合
の
要
求
し
て

W
た
水
利
施
設
白
改
良
工
事
が
、
こ
の
時
期
に
な
ヲ
て
は
じ
め
て
補
助
金
で
も

づ
て
実
施
さ
れ
た
(
香
川
県
、
飯
野
村
史
)
と

hyつ
よ
う
た
事
実
も
、

一
方
か

b
み
れ
ぽ
農
民
の
力
の
長
期
に
わ
た
る
貯
え
が
あ
ヲ
た
か

ら
で
あ
り
、
他
方
か
ら
み
れ
ば
そ
う
い
う
力
に
対
抗
し
て
官
僚
的
地
主
的
体
制
を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
と
み

b
れ
よ
う
。
群
馬
県
新
田
郡
強
戸
村
心
事
実
は
、
大
正
期
か
ら
農
村
恐
慌
期
ま
で
白
期
間
、
梢
助
金
に
よ
る
救
農
事
業
、
従
っ
て
ま
た

農
村
体
制
白
再
編
成
を
め
ぐ
る
農
民
対
官
僚
的
地
主
的
体
制
の
闘
争
の
起
伏
を
物
語
る
著
し
い
例
で
あ
る
か

b
左
に
引
用
し
よ
う
。

大
正
一
四
年
第
一
回
の
普
選
で
、
小
作
人
側
は
九
対
三
の
割
合
で
進
出
L
、
村
会
、
村
役
場
は
農
民
組
合
と
大
衆
党
の
指
導
下
に
お

か
れ
た
。
己
の
時
期
に
戸
数
割
の
賦
課
方
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
村
何
事
業
の
費
用
は
大
部
分
地
主
負
担
に
な
る
。
と
れ
に
対
L
各
方

同
か
ら
圧
迫
が
加
わ
り
、
昭
和
三
年
第
二
回
の
普
選
で
は
六
対
六
と
地
主
側
、
小
作
側
同
数
に
な
る
。
己
の
頃
か
ら
小
作
側
の
圧
迫
を

う
け
た
地
主
の
離
村
が
は
じ
ま
る
が
、
残
留
強
硬
派
白
地
主
は
昭
和
六
年
自
治
会
を
結
成
し
、
満
州
事
変
に
便
乗
し
て
、
右
翼
団
体
と

も
連
け
い
し
た
。
村
は
農
村
救
済
事
業
を
治
こ
す
こ
と
に
決
定
し
、
そ
の
費
用
主
村
税
追
加
税
と
し
て
地
主
に
割
当
て
た
。
地
主
側
は

延
滞
戦
術
を
と
り
、
村
役
場
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
直
に
処
分
手
続
を
と
っ
た
。

ζ

白
時
救
由
民
土
木
事
業
補
助
金
一
二
、

0
0
0円
が
村

K
交
付
さ
れ
た
。
地
主
側
は
今
度
は
救
農
道
路
工
事
白
敷
地
買
収
反
対
の
策
に
出
た
。
工
事
は
着
工
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
昭
和
八
年
二
月
を

む
か
え
た
。
三
月
一
杯
に
工
事
を
完
了
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
の
で
、
村
会
で
は
ま
づ
村
費
で
事
業
を
治
こ
し
失
業
者
全
牧
済
す
る
こ
と

に
し
た
が
、
村
費
で
ギ
れ
ば
当
然
地
主
側
に
重
い
負
担
が
か
か
る
。
地
主
側
は
妥
協
し
て
敷
地
買
収
に
応
じ
た
が
、
同
時
に
白
治
会
白

名
で
、
県
耕
地
一
課
と
交
渉
し
て
、
耕
地
拡
張
工
事
補
助
金
の
借
入
れ
に
成
功
し
た
。
村
に
一
時
に
二
つ
の
救
農
土
木
事
業
が
施
行
さ
れ
、

昭
和
八
年
白
一
月
か
ら
四
月
ま
で
に
数
万
円
の
金
が
村
民
に
ま
か
れ
た
。
モ
の
結
果
同
年
五
月
八
日
の
第
三
回
普
、
選
で
地
主
側
は
七
対



五
で
勝
利
し
た
。
同
年
八
月
地
主
側
か

b
D
土
地
返
還
一
要
求
は
一

O
O町
歩
に
達
し
、
戸
数
割
も
再
び
小
作
側
に
重
く
か
か
っ
て
き
た
。

(
日
本
農
業
発
達
史
、
第
B
巻
)

も
ち
ろ
ん
当
時
の
農
村
体
制
再
編
成
が
地
主
白
勝
利
に
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に
地
主
勢
力
は
農
村
の
政
治
行
政
心
中
で

最
後
士
で
優
位
を
保
ヲ

τ
い
く
が
、
当
時
白
農
村
体
制
再
編
成
を
含
む
戦
時
経
済
政
策
は
、
地
主
、
小
作
関
係
を
含
む
農
村
そ
の
も
白

を
窮
乏
化
吉
せ
、
従
っ
て
農
村
財
政
主
彼
綻
吉
吐
、
終
に
こ
れ
を
国
家
独
占
の
鋳
型
の
中
へ
治
し
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
と
と
ろ
ま
で
進
ん

だ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
当
時
の
政
策
の
目
標
は
、
農
村
の
自
治
中
農
民
救
済
か

b
、
農
村
及
び
農
村
財
政
窮
乏
の
い
引
開
へ
と
次
第
に
移

行
し
て
く
る
。

さ
き
に
引
用
し
た
農
家
小
組
合
K
対
す
る
帝
国
農
会
の
宣
言

K
み
b
れ
た
よ
う
な
「
生
産
主
義
」
が
登
場
す
る
。

一
方
で
は
農
村
の

零
細
怠
牛
屋
諸
力
主
吸
い
あ
げ
る
手
段
と
し
て
の
補
助
金
と
並
ん
で
、
他
方
で
は
崩
壊
に
瀕
し
た
農
村
財
政
全
体
を
掌
握
し
て
、
こ
れ

を
国
家
権
力
に
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
D
財
政
調
整
資
金
の
制
度
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

後
註

こ
の
小
論
は
三
四
年
度
試
験
研
究
費
に
よ
る
「
日
本
の
財
政
投
資
の
研
究
」
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
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